
豊かな自然と歴史文化のまちづくり部会 第 1 回摘録 

 

 

日 時：平成２１年６月２２日（月）１１：３０ 

場 所：右京区役所 ５階 大会議室②     

                      出席者：神吉部会長，岩澤委員，奥田委員，森委員

          

 

委 員 ○ 便利なだけが良いことではない。不便さが家族や地域のつながりを濃くし，人間関 

係の形成に結びつく。不便なことが良いことだということを発信していきたい。 

    

 ○ 地域によっては道路などのハード整備やソフト整備について，市街地に働く人や地

域で働く人など立場によって考え方の違いがある。最終的には，どこでお互い折り合

いを付けるかが課題である。 

    

部会長 ○ 「まちづくり」には，「問題点を解決していく」ということと，「今ある地域の資源を

維持し向上する」という二つの側面があり，このバランスを調整することが大切である。 

 

委 員 ○ 「観光客」，「商店主等」，「地域住民」のそれぞれが満足しながら，先を見越した長い

目で見た観光地化が必要。 

 

○ 文化とは，生活そのものが文化であり，見かけにとらわれず，不便でも，古都に根付

いた生活そのものを見て，体験してもらえる観光が必要。 

コロッケやゆで玉子など即席なものは，長続きしないのではないか。 

 

○ 観光客や街中の人が，京北や高雄の「自然」をどう思っているのか聞いてみたいし，

多くの自然を有する京北の人が，京北以外の右京区のことをどのように思っているか聞

いてみたい。 

 

部会長 ○ 様々な角度の意見があるが，部会として一定の方向性を示す必要がある。次回の部会

では，「豊かな自然と歴史文化」に係る３０年後の右京区のあるべき姿や最終案に盛り

込みたい内容について，「まちづくりの仕組み」や「まちづくりの事例」を持ち寄り，

その中で右京区での採用の可否等を検討したい。 

 

 

◆第２回 豊かな自然と歴史文化のまちづくり部会 

日 時：平成２１年７月２５日（土） １０：００～ 

場 所：右京区役所 ５階 会議室１ 

内 容：「30 年後の右京区のあるべき姿」や「最終案に盛り込みたい内容」のアイデアや意見を

出し合う。 


